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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
婁
実
離
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
は
、
市
民
に
広
く
影
響
す
る
市
の
基
本
的
な
施
策
を
決
め

時
に
、
そ
の
施
策
の
趣
旨
、
目
的
、
内
容
な
ど
の
必
要
な
事
項
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
＜

表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
様
々
な
ご
意
見
、
情
報
な
ど
を
施
策
に
反
映
し
、
そ
の

某
と
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る
制
度
で
す
。

「
平
成
2
2
年
度
市
政
運
営
方
針
・

重
点
施
策
（
菜
）
」
に
つ
い
て

目
的
・
趣
旨

市
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
、

限
ら
れ
た
財
源
と
人
的
資
源
を
生
か
し
な
が

ら
、
「
個
性
輝
く
創
造
社
会
」
「
持
続
可
能
な
定

住
社
会
」
「
互
恵
・
共
生
社
会
」
の
3
つ
の
地
域

社
会
像
の
実
現
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
毎
年
重
点
施
策
を
策
定
し
、

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
、
平
成
2
2
年
度

に
つ
い
て
も
市
政
運
営
方
針
・
重
点
施
策
（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

よ
り
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
施
策
の

推
進
項
目
（
具
体
的
事
業
な
ど
）
に
つ
い
て
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

重
点
施
策
項
目
及
び
方
針

第
5
次
長
期
総
合
計
画
の
基
本
計
画
の
分

野
別
計
画
に
基
づ
き
、
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。な

お
、
具
体
的
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
公
表
の
方
法
」
に
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
表
及
び
意
見
の
募
集
期
間

1
0
月
1
日
（
木
）
～
2
0
日
（
火
）

意
見
の
提
出
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
政
策
形
成

課
ま
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

○
郵
送
に
て
提
出

〒
4
0
2
－
8
5
0
1
（
住
所
不
要
）

都
留
市
役
所
総
務
部
政
策
形
成
課

O
F
A
X
　
（
4
5
）
5
0
0
5

0
電
子
メ
ー
ル

S
の
i
s
a
k
E
⑧
O
i
t
y
．
t
s
幸
手
。
g
．
j
p

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・
氏
名
及
び

連
絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記

入
が
な
い
場
合
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

公
表
の
方
法

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
総
合
窓

口
（
行
政
管
理
課
）
、
政
策
形
成
課
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
・
祝
日
閉
庁
）

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

間
合
先
　
政
策
形
成
課
　
政
策
担
当

）平
成
都
年
度
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

カ
レ
ッ
ジ
講
座
（
地
域
ペ
ー
ス
）

テ
ー
マ
　
文
学
作
品
を
通
し
て
、
現
代
日
本
の

諸
問
題
を
考
え
る

概
　
要
　
昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
に
作
ら
れ

た
文
学
の
名
作
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
現

代
日
本
の
精
神
的
危
機
を
考
察
し
、
取
り
組

む
べ
き
諸
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
が
専
門

分
野
の
学
問
を
使
っ
て
提
起
し
ま
す
。

築
l
回
　
現
代
人
の
心
の
闇
に
つ
い
て

～
村
上
善
植
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
」
～

日
　
時
　
1
0
月
6
日
（
火
）
午
後
7
時
～
9
時

講
　
師
　
田
中
　
実
（
国
文
学
科
教
授
）

第
2
回
　
歴
史
意
識
の
大
揺
さ
に
つ
い
て

与
太
触
次
郎
「
天
皇
の
世
経
」
～

日
　
時
　
1
0
月
1
3
日
（
火
）
午
後
7
時
～
9
時

講
　
師
　
新
保
祐
司
（
国
文
学
科
教
授
）

第
3
回
　
日
本
の
芳
書
分
布
の
か
か
え
る
闘

露
点
に
つ
い
て
　
～
松
本
清
張
「
砂
の
器
」
～

日
　
時
　
1
0
月
2
0
日
（
火
）
午
後
7
時
～
9
時

講
　
師
　
樋
渡
　
登
（
国
文
学
科
教
授
）

第
4
回
　
心
と
雷
葉
の
伝
え
亮
に
つ
い
て

～
中
原
中
也
「
山
羊
の
歌
」
「
在
り
し
日
の
歌
」
～

日
　
時
　
1
0
月
2
7
日
（
火
）
午
後
1
時
～
9
時

講
　
師
　
阿
毛
久
芳
（
国
文
学
科
教
授
）

◆
共
通
事
項

場
　
所
　
都
留
文
科
大
学

附
属
図
書
館
4
階
　
学
習
室

受
講
料
　
無
料

申
込
・
間
合
先

都
留
文
科
大
学
　
総
務
課
　
総
務
企
画
担
当

℡
（
4
3
）
4
3
4
1

※
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

報
韻
語
ソ
ー
ラ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

参
加
善
募
集

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
と
、

グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
を
活
用
し
た
地
域
内
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
推
進
の
た

め
、
環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
都
留
市

ソ
ー
ラ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
市
内

の
一
般
住
宅
で
、
こ
れ
か
ら
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
取
り
付
け
る
方
、
も
し
く
は
す
で

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
方
の
、
自
家
消
費

分
に
と
も
な
う
環
境
価
値
を
1
k
W
h
あ
た

り
1
円
で
買
い
取
り
ま
す
。

事
業
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
自
家

消
費
電
力
を
計
測
す
る
た
め
の
検
定
付
電
力

メ
ー
タ
ー
の
取
り
付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
取
り
付
け
設
置
費
に
つ
い
て
は
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

参
加
条
件

○
市
内
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
住

宅
を
所
有
、
も
し
く
は
所
有
す
る
予
定
の
方

○
計
量
法
に
適
合
し
た
検
定
付
電
力
メ
ー

タ
ー
が
総
発
電
量
を
計
測
で
き
る
部
分
に

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
補
助
制
度
あ
り
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さい。

【
用
語
説
明
】

※
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
は
、
日
常
生
活

で
必
ず
出
て
し
ま
う
C
0
2
を
削
減
す
る

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
出
し
て
し
ま
っ
た

C
O
2
（
＝
カ
ー
ボ
ン
）
を
埋
め
合
わ
せ
（
オ

フ
セ
ッ
ト
）
す
る
こ
と
で
す
。

間
合
先
　
政
策
形
成
課
　
政
策
担
当


